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【校是】 【学校教育目標】 未来を主体的に切り拓いていくことのできる、
覇気ある生徒の育成

１２月、恒例の市長選
挙シーズンに入りまし
た。本年度は、次期市

長候補に、木村大さん、村上慶喜さん、大坂勇輔さん、佐藤咲優香さんの４名（いずれ
も２年生）が立候補。まずは、一中市民をリードしていきたいという高い志をもって覇
気ある姿を示してくれた４名に大きな拍手を送ります。
各陣営では、それぞれの公約を掲げて街頭あいさつや学級訪問。学級訪問では公約に

対する質問が出され、陣営はそれに対して答弁。追質
問も出されるなど盛り上がりを見せました。特に３年
生からは内容の濃い質問が多く、時には答弁に苦慮す
る場面も見受けられましたが、そういう場を乗り越え
てリーダーとしての風格が身に付いてきます。答弁が
終わり陣営が学級を去るときには、「がんばれ」の温
かな励ましの声。３年生の共感的姿、心意気はすばら
しいです（私も廊下で様子を見ていて感激しました）。
立会演説会では、最初に佐藤璃子市長が「自分の思

いを語る最後の機会。悔いが残らないような演説を」
と鼓舞。それに続
いて立候補者と応
援弁士が熱弁を振
るいました。市長
選挙を盛り上げて
くれた各陣営、そ
して全校市民の皆
さん、ありがとう
ございます。

皆さん。選挙が終わればノーサイドです。
お互いのがんばり、立候補した勇気をた
たえ合い、協力して新しい学校都市を創

１５日に投票が行われ、第７７代市長 り上げていってくれることを期待してい
に佐藤咲優香さんが当選しました。おめ ます。
でとうございます。
選挙には当落があるわけですが、選挙

結果に関わらず４名ともたいへん立派な
選挙戦でした。「一中をよりよくしてい
きたい」という熱い気持ちが全ての立候
補者、陣営から伝わってきました。
立候補の経験を通じ、一回り成長した

市長選挙、各陣営とも覇気を示す

立会演説会

街頭あいさつ

学級訪問
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